
 
⼤阪湾における⾚潮の⻑期的な変化傾向の把握に関する試み 

資料 ２－２ 

１．背景 

○赤潮の長期的な変化傾向については、これまで、各年における確認件数

の推移により把握してきた。 
○しかし、赤潮の確認方法として、規模の大小にかかわらず、継続してい

る間は１件とカウントするため、確認件数の推移が必ずしも発生規模の

推移を示さないという課題があったため、赤潮の確認件数以外の方法に

よる、赤潮の長期的な変化傾向の把握を試みた。 

２．使用データ 

 ○水産庁瀬戸内海漁業調整事務所が、関係府県の水産系試験研究機関のデ

ータを集約して発行している報告書「瀬戸内海の赤潮」に掲載されてい

る「灘別の赤潮発生状況一覧表」にあるデータ 
 （１）対象データ 

   ・大阪湾に関するデータのうち大阪府が把握したもの 
 （２）対象項目 

・赤潮ごとの発生継続日数 
・赤潮ごとの最大面積 

 （２）対象期間 

   ・平成 8年から平成 25年 
 
 

表「灘別の赤潮発生状況一覧表」の記載例（平成 25年報告書） 

 

 
 
 
 

３．把握した事項 

①赤潮ごとの発生継続日数別に見た赤潮確認件数 

②赤潮ごとの発生継続日数の年間積算値 

③赤潮ごとの最大面積の年間積算値 

④赤潮ごとの発生継続日数と最大面積を掛け合わせたもの

の年間積算値 
⑤各年で確認された赤潮のうち、最も面積が広かった赤潮

の最大面積 

②赤潮ごとの発生継続日数の年間積算値 

・平成 13年を除くと、値に大きな変化は認められない。 
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①赤潮ごとの発生継続日数別に見た赤潮確認件数 

 ・発生継続日数別に見た件数の構成比に変化傾向は認められ

ない。 
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③赤潮ごとの最大面積の年間積算値 

 ・年による大きな変動が認められる。 

 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

0

5

10

15

20

25

30

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

赤
潮
ご
と
の
最
大
面
積
の
年
間
積
算
値
（
km

2
）

赤
潮
確
認
件
数

（年）

④赤潮ごとの発生継続日数と最大面積を掛け合わせたものの年間 

積算値 

・平成９年前後で値のレベルの変化が認められる。 
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⑤各年で確認された赤潮のうち、最も面積が広かった赤潮の最大 

面積 

・平成 11年前後で値のレベルの変化が認められる。 
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